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平
成
27
年
度
当
初
予
算
は
、
第
5
次

柳
津
町
振
興
計
画
に
記
載
し
た
6
つ
の

政
策
と
28
の
施
策
の
こ
れ
ま
で
の
実
績

に
つ
い
て
振
り
返
り
評
価
を
行
い
、
次

の
7
つ
の
施
策
を
重
点
施
策
と
し
て
位

置
づ
け
し
て
編
成
し
て
い
ま
す
。

①
子
育
て
支
援
の
充
実

②
健
康
づ
く
り
の
推
進

③
火
災
・
災
害
対
策
の
推
進

④
農
林
業
の
振
興

⑤
観
光
の
振
興

⑥
商
工
業
の
振
興

⑦
学
校
教
育
の
充
実

　

３
月
12
日（
木
）に
、
第
一
回
柳
津
町
議
会
定
例
会
に

お
い
て
、
平
成
27
年
度
当
初
予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
平
成
27
年
度
当
初
予
算
と
主
な
事
業

の
概
要
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
及
び
11
の
特
別
会
計
の
総

額
は
52
億
１
５
４
万
円
と
な
り
、
前
年

度
に
比
べ
６
億
３
，
２
１
０
万
円
（
前

年
度
比
10
．
８
％
）
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

一
般
会
計
の
総
額
は
35
億
２
，
０
０

０
万
円
、
前
年
度
に
比
べ
８
億
円
（
前

年
度
比
18
．
５
％
）
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

人件費
672,365（4.9%）

物件費
598,720（12.3%）

維持補修費
143,004
（△18.6%）

扶助費
141,060（△11.7%）

補助費等
467,857（△2.6%）

普通建設事業費
629,365（△56.1%）

災害復旧事業費
6,000（0.0%）

公債費
400,451
（△7.9%）

積立金
22,809（0.2%）

貸付金
13,180（0.0%）

繰出金
404,628（2.9%）

予備費
20,561（△23.3%）

議会費
64,358（4.7%） 総務費

609,224（△25.1%）

民生費
592,108（△50.0%）

衛生費
204,526（2.2%）

農林水産業費
388,722（△19.3%）

商工費
155,948（△11.6%）

土木費
377,424（△12.1%）

消防費
175,846（△3.5%）

教育費
524,831（62.6%）

災害復旧費
6,000（0.0%）

公債費
400,451
（△7.9%）

諸支出金
1（0.0%）

予備費
20,561(△26.0%）

町税
385,792（0.3%)

地方譲与税
55,000（△5.2%）

利子割交付金
418（△24.0%）
配当割交付金
171（14.0%）

株式等譲渡所得割
交付金65（△1.5%）

地方消費税交付金
39,500（3.9%）

自動車取得税交付金
7,000（0.0%）

地方特例交付金
500（0.0%）

地方交付税
1,830,000（△1.1%）

交通安全対策特別交付金
708（△1.7%）

分担金及び負担金
18,104（28.6%）

使用料及び手数料
43,672（2.3%）

国庫支出金
187,011（△6.0%）

県支出金
311,982（△18.7%）

財産収入
5,250（△34.1%）

寄附金
3,420（714.3%）

繰入金
61,382（△86.6%）

繰越金
45,000（0.0%）

諸収入
85,825（64.8%）

町債
439,200（△43.5%）

町
の
予
算
と
事
業

年度別
会計別 平成27年度 平成26年度 比　　　較 前年対比（％）

一 般 会 計 3,520,000 4,320, 000 △�800,000 △�18.5

特　
　

別　
　

会　
　

計

土 地 取 得 事 業 特 別 会 計 10,040 13,640 △� 3,600 △�26.4

国民健康保険特別会計
（事業勘定） 612,000 557,000 55, 000 9.9

（施設勘定） 76,500 77,200 △� 700 △� 0.9

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 50,700 52,100 △� 1,400 △� 2.7

介 護 保 険 特 別 会 計 549,000 450,000 99, 000 22.0

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 197,400 172,900 24, 500 14.2

町 営 ス キ ー 場 事 業 特 別 会 計 3,800 4,800 △� 1,000 △�20.8

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 88,400 93,500 △� 5,100 △� 5.5

下 水 道 事 業 特 別 会 計 86,400 85,500 900 1.1

簡 易 排 水 事 業 特 別 会 計 2,300 2,200 100 4.5

林 業 集 落 排 水 事 業 会 計 5,000 4,800 200 4.2

特 別 会 計 合 計 1,681,540 1,513, 640 167,900 11.1

合 計 5,201,540 5,833, 640 △�632,100 △�10.8

平成27年度　会計別予算額
（単位：千円）

歳入
一般会計 35億2,000万円　前年度比 △18.5 ％
歳入用語の説明
町税…………………町民の皆さんや町内企業が

町に納める税金
地方譲与税…………国税として徴収した自動車

重量税や地方揮発油税の一
部から町へ配分されるお金

地方交付税…………国から財源不足の地方に交
付されるお金

使用料及び手数料…各種施設の使用料や住民票
の交付手数料など

国庫・県支出金……特定の目的のために、国・
県から交付されるお金

繰入金………………主に積立金（基金）を取崩
し一般会計に繰入れるお金

繰越金………………前年度から繰り越したお金
町債…………………特定の目的のために、町が国

や銀行から借り入れるお金

単位：千円（前年度比）

歳出（性質別）用語の説明
人件費……………職員の給料や議員報酬のお金
物件費……………消耗品、光熱水費、電話料金、

施設の管理委託料などの消費的
なお金

維持補修費………施設や道路を維持するため修繕
に要するお金

扶助費……………児童手当や高齢者や障害者の方
を援助するためのお金

補助費等…………消防署、ごみ処理施設の負担金
や町の個人や各種団体に交付す
る補助金など

普通建設事業費…施設や道路の建設に使われるお
金

積立金……………基金（貯金）へ積み立てるお金
繰出金……………国民健康保険や上下水道などの

特別会計の事業経費を負担する
ため支出するお金

歳出（目的別）用語の説明
議会費…………議員の報酬や議会の運営に使われ

るお金
総務費…………町政全般の管理等に使われるお金
民生費…………高齢者・障害者・児童などの福祉

に使われるお金
衛生費…………住民健診や予防接種、ごみ処理な

どに使われるお金
農林水産業費…農林水産業の振興、農道・林道な

どの整備に使われるお金
商工費…………観光・商工業の振興に使われるお金
土木費…………町道、町営住宅などの整備や管理

に使われるお金
消防費…………消防、水防、災害対策に使われる

お金
教育費…………小学校・中学校などの教育、文

化・スポーツの振興などに使われ
るお金

災害復旧費……災害被害の復旧に使われるお金
公債費…………町債（町の借金）の返済にあてる

お金

歳出

単位：千円（前年度比）

（目的別）

歳出（性質別）

単位：千円（前年度比）

平成27年度
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☆未来に希望の持てる活力あるまちづくり☆
【農林業の振興】
○中山間地域総合整備事業� 780万円
　県営事業負担金、農用地整備等
○放射性物質モニタリング調査事業� 480万円
　学校・保育所給食、町産の農作物等について、放射
性物質含有のモニタリングを実施する。
○水田農業改革支援事業� 260万円
　カメムシによる水稲への被害を抑制するため、防除
剤購入者への補助を行う。
○生産調整推進事業� 1,340万円
　米の生産数量目標に従って生産を行った販売農家等
への補助を行う。
○乾田・畑化対策事業� 300万円
　暗渠排水・客土事業への補助を行う。
○町単独農用地等整備事業� 840万円
　地区等が行う農用地等整備への補助を行う。
○新規就農確保事業� 681万円
　新規就農者へ給付金を交付する。
○農産物ＰＲ支援事業（風評被害対策）� 301万円
　農産物の販売・ＰＲを行う。
○中山間地域等直接支払交付金事業� 4,077万円
　24集落団地の農地保全のための助成を行う。
○多面的機能支払交付金事業� 1,958万円
　23地区の農地・水・環境保全のための助成を行う。
○森林環境交付金（基本枠）事業� 744万円
　小中学校における森林環境学習、間伐等による景観
整備を行う。
○森林病害虫防除事業� 272万円
　森林病害虫の調査・駆除を実施する。
○ふくしま森林再生事業� 3,517万円
　森林整備、計画策定、枝葉処理を実施する。
○鳥獣被害防止対策事業� 337万円
　有害鳥獣による被害を防止するための対策を講じる。

【観光の振興】
○都市再生整備計画事業� 5,032万円
　観光案内所工事、地域づくりアドバイザー等
○冬まつり事業� 250万円
　第36回会津やないづ冬まつりを実施する。
○観光ウォーキング事業� 200万円
　うつくしま・みずウォーク柳津大会を実施する。
○赤べこまつり事業� 140万円
　第 4回赤べこまつりを実施する。
○赤べこ発祥のまちプロジェクト事業� 240万円
　赤べこ発祥の町を大々的にＰＲするとともに、観光
客に対し赤べこを象徴したおもてなしを等を展開し、
赤べこブランドの町づくりをする。
○風評被害対策事業� 89万円
　観光キャラバン及び物販により、安心・安全をＰＲ
し誘客を図る。

【商工業の振興】
○やないづ福満商品券発行事業� 1,000万円
　町内の消費拡大を支援する。

【雇用対策の推進】
○雇用対策基金事業� 2,000万円
　将来へ向けて、雇用対策のための基金を積み立てる。
○緊急雇用創出基金事業・震災枠� 279万円
　観光風評被害回復のため観光ＰＲ、着地型観光の充
実強化を図る。
○緊急雇用創出基金事業・重点枠� 560万円
　物産販売等の強化することで観光地の活性化及び地
場産品販売促進を図る。
○緊急雇用創出基金事業・地域雇用� 553万円
　地場産農産物加工品開発販売等により若者の雇用機
会を創出する。

☆豊かな自然と共生する美しいまちづくり☆
【循環型社会の構築と廃棄物の適正処理の推進】
○資源ごみリサイクル推進事業� 633万円
　循環型社会をめざし資源ごみの再資源化を推進する。

【自然環境の保全】
○新エネルギー導入事業� 4,792万円
　西山小学校太陽光発電システムを整備する。
○新エネルギー導入助成事業� 133万円
　住宅用の新エネルギー（太陽光・太陽熱及びペレッ
ト・薪ストーブ・薪ボイラー）設置費の一部を補助する。
○県道除草事業・河川浄化事業� 44万円
　県道及び只見川の除草を行う。
○合併処理浄化槽設置事業� 266万円
　合併処理浄化槽設置への助成を行う。

○放射線対策事業� 233万円
　環境放射線モニタリング調査を継続実施する。

【下水道利用の推進】
○住環境整備助成事業� 80万円
　下水道への加入促進のために、住宅改修をして加入
した者へ補助を行う。

【美しい景観のまちづくりの推進】
○景観維持管理事業� 20万円
　町内の景観維持管理を行う。

☆誰もが安全で安心して生活できるまちづくり☆
【子育て支援の充実】
○子ども医療費助成事業� 1,091万円
　乳幼児から18歳までの医療費の自己負担分を助成する。
○ひとり親家庭医療助成事業� 71万円
　ひとり親家庭へ医療費を助成する。
○子育て応援祝い金事業� 367万円
　出産時、小中学校入学時に祝金を支給する。
○児童手当事業� 4,977万円
　児童手当を支給する（ 0歳～中学校修了前まで）。
○子育て世帯臨時特例給付金給付事業� 189万円
　児童手当（特例給付含む）受給者に対し消費税増率
の影響緩和のための給付金を給付する。
○放課後児童保育支援事業� 399万円
　昼間、保護者のいない家庭の小学校全学年の児童に
適切なあそびを通して、健全な育成と児童福祉の増進
を図る。
○保育所給食検査事業� 25万円
　給食食材の放射能検査を実施し、安全安心な食を提
供する。
○食育推進事業� 15万円
　自ら食について考える習慣や知識を身につけられる
よう、専門講師による講演や栄養士による食育指導を
行う。
○妊婦一般健診事業� 301万円
　安心して妊娠出産ができるよう、妊婦の健康管理の
充実及び経済的負担の軽減を図るため妊婦検診に必要
な経費を給付する。

【健康づくりの推進】
○総合検診事業� 1,282万円
　疾病の予防・早期発見のために集団検診を実施する。
○健康教室事業� 47万円
　病態別健康講演会、軽運動教室等の保健指導を、医
師・栄養士・健康運動指導士・保健師等により実施する。
○予防接種事業� 1,206万円
　ワクチン接種により重症化予防を図る。
○（国保事業会計）特定健康診査等事業� 445万円
　特定健診・特定保健指導、日帰り人間ドックを実施
し、疾病の早期発見につなげる。
○（国保事業会計）レセプト点検強化事業� 252万円
　レセプト（診療報酬明細書）点検の充実強化を図る。
疾病の重症化予防対策を通して医療費適正化を目指す。
○（国保事業会計）特定保健指導事業� 452万円
　特定健診の結果に基づく対象への個別保健指導を行
い、個々の意識改善を促し疾病予防に努める。

【高齢者や障がい者の住み慣れた地域や家庭での自立促進】
○高齢者生活支援事業� 610万円
　高齢者への生活支援事業を実施する。
○敬老事業� 731万円
　敬老会の開催や敬老祝い金を支給する。
○障害者地域生活支援事業� 1,190万円
　障害者への生活支援事業を実施する。
○臨時福祉給付金事業� 991万円
　低所得者に対し消費税増率に伴う食料費増額分を給
付する。　
○（介護保険会計）地域支援事業（介護予防事業）� 714万円
　高齢者への介護予防事業を実施する。
○（介護保険会計）地域支援事業（包括的支援事業）� 1,149万円
　包括予防マネージメント、総合相談、虐待防止事業
を実施する。

【医療体制の充実】
○（国保施設会計）地域医療確保対策事業� 1,683万円
　国保診療所診療業務委託、県へき地医療代診医派遣
負担金

【交通安全の推進】
○交通安全対策事業� 166万円
　交通教育専門員の配置や啓発看板を設置する。

【防犯対策の推進】
○防犯灯整備補助事業� 615万円
　地区防犯灯整備費補助事業を実施する（マイマイガ
対策）。

【火災・災害対策の推進】
○防火水槽整備事業� 2,592万円
　耐震性貯水槽を整備する。
○小型動力ポンプ整備事業� 632万円
　小型動力ポンプを更新する。
○消防デジタル無線受令機購入事業� 506万円
　消防デジタル無線受令機を整備する。
○広域消防事業� 10,967万円
　会津若松地方広域市町村圏整備組合広域消防負担金

【安全安心な水の供給】
○（簡易水道会計）簡易水道統合整備事業� 6,665万円
胄中地区に簡易水道施設を整備する。

平成２7年度の主な事業
※ここに掲載した事業は、平成２７年度に予定している重点事業又は主な事業です。
　すべての事業（内容・金額）が列挙されているわけではありません。また、掲載された事業でも今後、大
幅に変更される場合があります。
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【学校教育の充実】
○学校教育学力向上対策事業� 1353万円
　柳小、西小において複式学級支援、特別支援教員に
よるきめ細かな教育を行う。
○学校教育用備品購入整備事業� 397万円
　森林環境交付金事業による柳津小学校図書室の環境
を整備する。
○学校支援地域本部事業� 127万円
　地域全体で学校教育を支援する体制を整備する。
○柳津中学校プール解体事業� 1,429万円
　プール解体工事を行う。
○西山小学校屋上防水事業� 2,850万円
　屋上防水工事を行う。
○ＩＣＴ教育環境整備事業� 512万円
　ＩＣＴ教育環境を整備する。

【青少年の健全育成】
○放課後子ども教室事業� 161万円
　小学生放課後子ども教室を開催する。
○舞台鑑賞事業� 53万円
　町内小学生から一般町民が参加できる芸術鑑賞を行う。

☆一人ひとりの個性が輝くまちづくり☆
【生涯学習の推進】
○生涯学習推進事業� 142万円
　各種学級、講座、研修会を開催する。

【生涯スポーツとレクリェーションの推進】
○運動公園施設修繕・改修工事� 8,291万円
　運動公園各施設の修繕・改修を行う。

【地域の伝統文化と文化財の保存・継承】
○美術品購入事業� 100万円
　新たな斎藤清作品を購入し展示内容の充実を図る。
○美術館企画展開催事業� 217万円
　年 4回の企画展を行う。

○美術館整備事業� 1,207万円
　美術館施設の修繕を行う。
○美術館グッズ販売事業� 1,834万円
　カレンダー、収蔵作品集を販売する。
○伝統工芸教室� 24万円
　しめ縄、またたび細工、わら細工等教室を開催する。

☆町民との協働でつくる個性のあるまちづくり☆
【地域コミュニティの維持】
○コミュニティ助成事業� 610万円
　 3地区で計画する地域コミュニティ事業に対し、事
業費の一部を助成する（自治総合センターからの助成）。
○地区集会所建設事業� 3,117万円
　琵琶首地区集会所建設工事

【財政健全化の推進】
○町税等収納対策事業� 444万円
　町税等（使用料等を含む）の滞納整理を強化し、収
納率の向上を図る。

☆連携と交流によるにぎわいのあるまちづくり☆
【道路ネットワークの充実】
○町道五畳敷大成沢線改良事事業� 1,613万円
　五畳敷大成沢線の道路改良を行う。
○町道八坂野大野線改良事業� 5,048万円
　八坂野大野線の道路改良を行う。
○鳥屋居平線改良事業� 530万円
　町道鳥屋居平線の道路改良を行う。
○山のみち地域づくり交付金事業� 384万円
　新鶴柳津線の改良を行う（県営事業負担金）。
○林道藤塩峯線開設事業� 2,050万円
　林道藤塩峯線開設工事を行う。

【公共交通ネットワークの充実】
○町民バス運行事業� 2,942万円
　町内 9路線のバスを運行する。

○生活交通路線運行事業� 140万円
　生活交通路線の運行を支援する。

○只見線復旧復興基金事業� 1,250万円
　県ＪＲ只見線復興推進会議負担金

【交流・移住・定住の促進】
○後継者緊急対策事業� 50万円
　結婚祝金を支給し定住を促す。
○住まいづくり支援事業� 3,000万円
　町内業者施行の個人住家の改築・改修への補助を行
う。
○公営住宅整備事業� 430万円
　定住促進住宅建設の用地測量・不動産鑑定を行う。
○空き家事業� 855万円
台帳整備、危険空き家解体除却事業、空き家改修等支
援事業を行う。

平成２7年度の主な事業

問　総務課企画財政班　℡ 42－２１１2

おもいやり駐車場利用証交付申請時の
添付書類が追加になりました

問　県 庁 高 齢 福 祉 課　℡ ０２４－５２１－７１９７
福島県会津保健福祉事務所　℡ ０２４２－２９－５２７２
柳　津　町　町　民　課　℡ ０２４１－４２－２１１８

問　宮下病院　℡ ０２４１－５２－２３２１

　平成27年 4 月 1 日から、次の場合は、申請書に加え送付先を記入し120円切手を貼付した返信用封
筒（角 2 ：A 4 サイズ）も添付していただくこととなりましたので、皆様の御理解と御協力をお願い
いたします。

１ 　市町村又は障がい者団体で申請する場合
２　妊産婦が妊娠 ７ヶ月以前に県機関で申請する場合
３　郵送により申請する場合
　なお、 ２ を除き、県庁高齢福祉課や各保健福祉事務所へ来所
して申請する場合は、従来どおりその場で交付されますので、
封筒の添付は必要ありません。

【制度の概要】
　「車椅子使用者用駐車施設」を利用することができる方を明
確にした上で、その方からの申請に基づき県が利用証を交付
し、駐車施設管理者の協力の下、駐車時に利用証の掲示を求める
ことにより、この駐車施設の適正利用を図ろうとする制度です。

県立宮下病院 ＜患者送迎バス＞
運行ルートと時刻変更のお知らせ

　 ４ 月から、病院バスのルートと時刻表が下記の通り変更となります。
　スペースの都合により、柳津町のみの時刻表を掲載しています。
　御迷惑をおかけしますがよろしくお願いします。

【火曜日】
第１便

行き先
停留所

柳津・滝谷
⇨宮下病院

行き先
停留所

宮下病院⇨
柳津・滝谷

砂子原（診療所前） 8：25 宮 下 病 院 12：00
西山保育所前 8：26 大 登 12：03
西 山 住 宅 前 8：26 川 井 集 会 所 12：05
滝 の 湯 8：28 桧 原 12：10
老沢（バス停） 8：30 麻 生 12：17
上 新 田 8：32 下 小 野 川 12：23
湯 八 木 沢 8：33 上 小 野 川 12：25
下 湯 八 木 沢 8：34 滝 谷 駅 前 12：27
滝 谷 8：37 滝谷（製材所前） 12：29
滝谷（製材所前） 8：38 滝 谷 12：30
滝 谷 駅 前 8：40 下 湯 八 木 沢 12：33
上 小 野 川 8：42 湯 八 木 沢 12：34
下 小 野 川 8：44 上 新 田 12：35
麻 生 8：50 老沢（バス停） 12：37
桧 原 8：57 滝 の 湯 12：39
川 井 集 会 所 9：02 西 山 住 宅 前 12：41
大 登 9：04 西山保育所前 12：41
宮 下 病 院 9：07 砂子原（診療所前） 12：42

【水曜日】毎月１、３、５番目の水曜日
第２便

行き先
停留所

柳津・滝谷
⇨宮下病院

行き先
停留所

宮下病院⇨
柳津・滝谷

砂子原（診療所前） 9：35 宮 下 病 院 13：20
西山保育所前 9：36 大 登 13：23
西 山 住 宅 前 9：36 川 井 集 会 所 13：25
滝 の 湯 9：38 桧 原 13：30
老沢（バス停） 9：40 麻 生 13：37
上 新 田 9：42 下 小 野 川 13：43
湯 八 木 沢 9：43 上 小 野 川 13：45
下 湯 八 木 沢 9：44 滝 谷 駅 前 13：47
滝 谷 9：47 滝谷（製材所前） 13：49
滝谷（製材所前） 9：48 滝 谷 13：50
滝 谷 駅 前 9：50 下 湯 八 木 沢 13：53
上 小 野 川 9：52 湯 八 木 沢 13：54
下 小 野 川 9：54 上 新 田 13：55
麻 生 10：00 老沢（バス停） 13：57
桧 原 10：07 滝 の 湯 13：59
川 井 集 会 所 10：12 西 山 住 宅 前 14：01
大 登 10：14 西山保育所前 14：01
宮 下 病 院 10：17 砂子原（診療所前） 14：02

【金曜日】
第２便

行き先
停留所

柳津・滝谷
⇨宮下病院

行き先
停留所

宮下病院⇨
柳津・滝谷

砂子原（診療所前） 9：35 宮 下 病 院 13：20
西山保育所前 9：36 大 登 13：23
西 山 住 宅 前 9：36 川 井 集 会 所 13：25
滝 の 湯 9：38 桧 原 13：30
老沢（バス停） 9：40 麻 生 13：37
上 新 田 9：42 下 小 野 川 13：43
湯 八 木 沢 9：43 上 小 野 川 13：45
下 湯 八 木 沢 9：44 滝 谷 駅 前 13：47
滝 谷 9：47 滝谷（製材所前） 13：49
滝谷（製材所前） 9：48 滝 谷 13：50
滝 谷 駅 前 9：50 下 湯 八 木 沢 13：53
上 小 野 川 9：52 湯 八 木 沢 13：54
下 小 野 川 9：54 上 新 田 13：55
麻 生 10：00 老沢（バス停） 13：57
桧 原 10：07 滝 の 湯 13：59
川 井 集 会 所 10：12 西 山 住 宅 前 14：01
大 登 10：14 西山保育所前 14：01
宮 下 病 院 10：17 砂子原（診療所前） 14：02
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 保育所でお別れ会�

 オリジナル「ひしストラップ」を作成�

 交通ルールを守ろう！�

 伝統工芸を受け継ぐ。またたび細工教室�
 赤べこトータルスポーツ「スキー教室」�

　３月１２日（木）、１３日（金）柳津西山両保育所でお
別れ会が開催されました。
　柳津保育所では、来年度から年長さんになるひまわり
組さんによる司会で会は進行し、入所から今日までの一
番の思い出などを振り返りました。その後、お別れの言
葉やうたを披露し、ひまわり組さんからすみれ組さんへ
手作りのプレゼントが手渡されました。
　修了を迎える年長児だけではなく、この一年で子ども
達一人一人の成長を感じた会となりました。

　３月４日（水）、「健幸クラブ」の皆さんと西山中学校
の生徒が「ひしストラップ」づくりを行いました。
　「ひし」とは、家内安全や魔よけなどに効果が
あるといわれる西山地区に伝わる伝統民芸品で、
西山中学生がストラップとして商品開発しました。
　この日は卒業を間近に控えた３年生４名が先生
となって参加し、ひしの説明や作り方を丁寧に教
えたり、細かい作業を手伝ったりと頼もしい姿を
見せてくれました。

　３月５日（木）、柳津・西山保育所で就学時交通安全指導
教室が行われました。
　この教室は、就学時期を迎え、児童が安全に生活できるよ
うに、交通安全・防犯指導を実施してい
ます。
　園児たちは、柳津・西山駐在所のお巡
りさんによるお話や、交通安全母の会に
よる紙芝居を通して、交通ルールや防犯

について理解を深めました。
　また、交通安全母の会から
手製の交通安全のマスコット
タオルの贈呈も行われ、園児
たちはかわいらしいタオルを
手にし、とても嬉しそうでした。

　伝統工芸の「またたび細工」教室が、２月１７日（火）
〜２０日（金）までの４日間にわたりふれあい館におい
て開催されました。
　この教室は伝統工芸を通して、住民の交流と文化の継
承を図ろうと毎年開催しているもので、４名の講師のも
と、町内外から集まった１５名の参加者が熱心に製作に取
り組み、ザルやカゴ等のまたたび細工を編み上げました。

　２月２１日（土）、３月１日（日）の２回にわたり、フェ
アリーランド金山スキー場で赤べこトータルスポーツ主催
のスキー教室が開催されました。
　２日間ともに晴天に恵まれ、スキークラブの指導者の熱
心な指導と保護者の協力のもと、子供達は技術を取得しな
がら楽しく滑る事ができました。
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平成27年度
柳津町の助成金及び補助金交付金等一覧表
　柳津町には、いろいろな助成金や補助金の制度があり、その主なものを紹介いたします。
　詳しい内容については、それぞれの問い合わせ先まで御連絡ください。

№ 項　目 趣　　　　　　　旨 内　　　容　　　等 問い合わせ先

1
防犯灯設置事
業費補助金

　犯罪の未然防止及び住みよい生
活環境づくりのため、各行政区が
行う防犯灯設置費用の一部を補助
金として交付します。

　防犯灯の新設・更新・修繕費用の70％（千円未満
切捨て）を交付します。なお、維持費については、
各行政区負担となります。

総務課
総務班

℡42−2112

2

住宅用新エネ
ルギーシステ
ム設置費補助
金

　地球温暖化の防止及び環境保全
意識の高揚を図るため、住宅に新
エネルギー設備を設置する者に対
し、補助金を交付します。

　新エネルギー設備（太陽光発電、太陽熱利用、ペ
レットストーブ及び薪ストーブ）設置費の一部を助
成します（必ず事前に御相談ください）。

【太陽光発電システム（ 6 万円/ 1 kw・上限24万円）、
太陽熱利用システム（事業費の1/10以内・上限 8 万
円）及びペレットストーブ（ 1 / 5 以内・上限 5 万円）】

総務課
企画財政班
℡42−2112

3

柳津町居住用
家屋新築及び
増改築に係わ
る利子助成金

　町内の居住用家屋の新築又は増
改築を促進し、町内建築業の活性
化を図るため、建築資金として
百万円以上の経費を要して、金融
機関より資金を借り受けて行う場
合その利子の助成を行います。

１：新築に係わる交付対象資金 １ 千万円以内
　　（交付対象期間 ５ 年）
２：増改築に係わる交付対象資金 ２ 百万円以内
　　（交付対象期間 ５ 年）
※助成金は町内建築業者（町商工会加入）施工・町外建
築業者施工、及び町産材の使用により異なります。

地域振興課
観光商工班
℡42−2114

4

柳津町中小企
業融資利子補
給金等補助金

　中小商工業の振興を図るため、
柳津町商工会に加入している中小
商工業者に対し、事業資金、経営
改善資金を借り入れた場合、償還
利子について助成を行います。

１：福島県商工事業協同組合より資金の融資を受け
た場合。償還利子額の 2 / 3 以内
２：町指定金融機関より振興資金の融資を受けた場
合。償還利子額の 2 . 0 ％以内
３：日本政策金融公庫より経営改善の融資を受けた
場合償還利子額の 1 . 7 ％以内
４：福島県信用保証協会から町中小企業振興資金の
融資を受けた借入金に対し協会に支払う信用保証料
の全額

地域振興課
観光商工班
℡42−2114

5

農業経営基盤
強化資金利子
補給事業補助
金

　柳津町農業の中核的担い手とな
る経営感覚に優れた農業経営体を
育成するため、経営規模の拡大及
び経営の効率化を図ろうとする認
定農業者に対し、農業経営基盤強
化資金の利子を助成します。

　スーパーＬ資金　資金の使途：農地等の取得・改
良、施設・機械の取得、長期運転資金等
　人・農地プランの中心となる経営体として位置づ
けられた認定農業者は貸付当初 ５ 年間実質無利子化
　借入金利：償還期限に応じて 0. 3 ～ 0. 8 ％
　償還期限：25年以内
　借入限度額： 3 億円（個人）

農業委員会
℡42−2116

6
結婚祝金 　人口の増加と活力ある町の担い

手を育成して、住民の福祉の向上及
び町の活性化に寄与することを目
的として結婚祝い金を支給します。

　夫又は妻になる者が婚姻届出日において、引き続
き一年以上当町に住所を有し、婚姻届後に夫と妻の
双方が当町に住所を有する夫婦 1 組当たり ５ 万円
（商品券）の祝い金を支給します。

町民課
住民福祉班
℡42−2118

7

頑張れ子育て
応援金

　次代を担う子どもの誕生を祝う
とともに、健やかな成長を願い、
子育てする家庭の経済的負担を軽
減目的で子育て応援金を支給する。

１：新生児の父又は母が新生児出生日において、引
き続き一年以上本町に住所を有し、新生児の住所を
本町に有すること。
・住民が新生児を出産したとき　 ７ 万円（商品券）
２：小学校及び中学校に入学する年度の ４ 月 ２ 日現
在において、入学対象となる子又は父母又は養父母
のどちらかが引き続き １ 年以上本町に住所を有して
いること。
・住民が小学校に入学したとき　 3 万円（商品券）
・住民が中学校に入学したとき　 5 万円（商品券）

町民課
住民福祉班
℡42−2118

8

チャイルド
シート購入費
助成

子育て家庭の経済的負担を軽減す
るためチャイルドシートの購入費
用の一部を助成します。

・チャイルドシート購入費用（上限60,000円）の 1 / 2
・ジュニアシート購入費用（上限10,000円）の 1 / 2
※子ども一人につき、それぞれ 1 回のみの助成とな
ります。
※平成27年 4 月 1 日以降に購入されるものに適用と
なり、購入前に必ず事前申請が必要となります。

町民課
住民福祉班
℡42−2118

9

ひとり親家庭
医療費

　ひとり親家庭及び父母のない児
童に対し、医療費の一部を助成し
ます。

　対象者：柳津町に住所を有するひとり親家庭の父
または母及びその１８歳未満の児童。並びに１８歳未満
の父母のない児童。助成額：対象者に係る医療費の
一部負担金が1,000円を超えるとき、その超える額に
相当する額を助成します。

町民課
住民福祉班
℡42−2118

№ 項　目 趣　　　　　　　旨 内　　　容　　　等 問い合わせ先

10

重度心身障害
者医療費給付

　重度心身障害者に対し医療費の
一部を給付します。

　対象者：身障手帳 1 級または ２ 級の者、療育手帳
Ａの者、身障手帳 ３ 級の者（心臓、腎臓、呼吸器、
ぼうこう若しくは直腸、小腸、または免疫の機能障
害を有する者に限る）、精神障碍者保健福祉手帳 １ 級
の者
　助成額：対象者に係る医療費の一部負担金の額

町民課
住民福祉班
℡42−2118

11

高齢者にやさ
しい住まいづ
くり助成金

　高齢者が自宅における転倒等に
より要介護（要支援）状態となら
ないように住宅改修を実施する者
へ改修資金を助成します。

　町内在住の60歳以上の高齢者（但し、世帯に要介
護認定を受けている方がいないこと）※過去にこの
助成金を利用したことがある方は対象となりません。
※所得制限があります。
　対象となる改修：①和式便器から洋式便器への取
替え、②手すりの取り付け、③段差の解消、④床の
すべり防止等のための床材変更、⑤引き戸等への扉
の取替え、等助成額：改修が必要と認められた部分
の改修費用の ９ 割（限度額１８万円）事業期間：原則、
県の補助対象期間
　注意事項：必ず改修前に申請し、事業認定を受け
てから改修を始めてください。すでに着工した場合
は、助成できません。

町民課
住民福祉班
℡42−2118

12

妊婦一般健康
診査事業

　妊婦が、健康診査の費用の心配
をせずに、必要な回数を必要な時
期に受けられることで、妊産婦の
健康の保持増進、異常の早期発見
及び早期治療を図ることができる
よう健診費用を助成します。

　妊娠届け時に交付される妊婦一般健康診査受診票
を医療機関に提出することで、産前14回、産後 1 回
の妊産婦健診が無料で受けられます。受診票が使用
できるのは、福島県内の医療機関です。里帰り等で県
外の医療機関で受診する場合は、助成方法が異なり
ますので御相談ください。

町民課
保健衛生班
℡42−2118

13

子どもの医療
費助成

　子ども（18歳以下）の医療費の
自己負担分を助成します。

　子ども（18歳以下）の医療費（保険適用分に限る）
の自己負担分を助成します。
　加入されている保険によって手続きが異なります。
１：国保加入者

　保険証によって県内の医療機関で現物給付（窓口
負担なし）となります（県外受診分及び入院の食
事代については、窓口負担となり、後日申請手続
きが必要です。）。

２：社会保険加入者
　受給者証により、全国の医療機関で現物給付（窓
口負担なし）となります。

３：国保組合加入者
　受給者証により、会津若松市、河沼郡及び大沼
郡管内の医療機関で現物給付（窓口負担なし）と
なります（※自己負担額21,000円まで）（前記以外
の受診分は後日申請することで返還されます。）。

※ １ 及び ２ に限り、柔道整復（整体等）については、窓
口負担となり、後日申請手続きが必要です。

町民課
保健衛生班
℡42−2118

14

住環境整備助
成事業補助金

　住環境整備を促進するため、町
が推進している「特定環境保全公
共下水道事業」及び｢農業集落排水
事業等｣により下水道を整備する者
に対して、接続・住宅改修等のた
めに要する資金の一部を助成しま
す。

　下水道整備に伴う配管工事等・下水道整備に伴う
住宅改修工事代金の、整備に要した対象経費の 3 分
の 2 以内とし、10万円を限度として助成します。 町民課

保健衛生班
℡42−2118

15

住まいづくり
支援事業補助
金

　町内経済の活性化と町民の安
全・安心な居住環境の推進を図る
ため、住宅等の改修工事費の一部
を助成します。

　 5 万円以上の対象工事費の 1 / 2 （補助上限額15万
円、 1 千円未満切捨て）
※平成27年度の変更点
１：平成26年度に補助を受けた方は対象外。

（平成23 ～ 25年度に補助を受けた方は利用可能）

建設課
建設班

℡42−2117

16

合併処理浄化
槽設置事業補
助金

　生活排水による公共水域の水質
汚濁を防止するため、専用住宅に
合併処理浄化槽を設置しようとす
る方に補助金を交付します。

　補助金の額は、合併処理浄化槽の設置に要する費
用を 5 人槽382千円 6 ～ 7 人槽532千円 8 ～10人槽732
千円の額を限度として補助金を交付します。

建設課
上下水道班
℡42−2117
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問　町民課保健衛生班　℡ 42－２１１８

　平成２６年度も国保の多くの方に特定健診を受けていただだきました。ありがとうございました。
　健康を守るためは、毎年、特定健診を受診し経過を見ていくことが大切ですので、平成２７年度もぜ
ひ、特定健診を受けましょう。
　皆さんに受けていただいた、平成２６年度の特定健診の結果から以下のような柳津町の傾向がわかり
ました。

平成２６年度の特定健診の結果をお知らせします。

　柳津町の特定健診の結果を見ると、メタボリック症候群と関係する、『腹囲・BMI・血圧・
血糖・HDLコレステロール』の値で基準値を超えている方の割合やメタボ該当者の割合が、福
島県や国と比べて高い傾向が分ります。

内
臓
脂
肪

　『自覚症状がないから大丈夫！』『若いから大丈夫！』ではなく、自覚症状がない若いうちから、
毎年健診を受け、体の状態を確認しながら生活習慣を改善することで、動脈硬化の予防・改善が
できます。
― ５月２５日から総合検診が始まります。 ―
　冬期間に体重が増えたという方はいませんか？体重が増えると、当然脂肪も増えます。そのた
め、脂肪細胞から出る物質の働きで、血液検査の値も悪くなっている可能性があります。
　体重が増えた原因は何でしょう。『食べ過ぎ？』『運動不足？』『野菜不足？』思い当たる事は
ありますか？昨年の健診結果より値が悪くならないよう、今までの生活習慣を振り返って、改善
できるところから改善してみましょう。
　気付かないうちに進行してしまう『動脈硬化』を予防する為にも毎年健診を受けて自分の健康
状態を確認しましょう。

中性脂肪の合成
を活発にする
ＨＤＬの合成が
低下する

インスリ
ンの働き
を邪魔す
る

血圧を上
げやすく
する

血栓を作りやす
くする
血管の修復を妨
げる

脂
肪
細
胞
か
ら
出
る
物
質

糖尿病

高血圧

脂質　
異常症

心筋梗塞
脳梗塞
腎不全

75 ～ 90％
狭窄

（動脈硬化）

皮
下
脂
肪

自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん

H26　メタボ予備軍・メタボ該当者
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H26　メタボ予備軍　該当検査項目
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H26　メタボ該当者　該当検査項目
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メタボ予備軍：腹囲＋高血圧・高血糖・脂質異常のうち１項目該当
メタボ基準該当：腹囲＋高血圧・高血糖・脂質異常のうち２項目該当

メタボ該当者の割合
が福島県・国に比べ
て多い！！

腹囲＋ ３ 項目すべて該当
している割合が福島県・
国に比べ多い！！

メタボ予備軍では、
腹囲＋高血圧の方の
割合が多い。
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腹囲　男８５以上　女９０以上
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％ 全国 県 柳津町男女とも体重が多い
人の割合が多い。

男女とも血糖値が高
い人の割合が多い。

女性は腹囲が大き
い人の割合が多い。

男女とも善玉コレステロー
ルの値が低い人の割合が多
い。女性では約 ３倍多い。

男女とも上の血圧が高い
人の割合が多い。男性で
は６割以上となっている。 男性では下の血圧も高い

人の割合が多い。
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宮 下 病 院 だ よ り

診　療　日　記

　今回は糖尿病のお話です。糖尿病とは、
慢性的な高血糖状態を特徴とする病気で
す。遺伝子、運動不足、過食、肥満、スト
レス、加齢などが原因と考えられています。
症状は喉の渇き、多飲、尿が多い、体重減
少、だるさなどを感じる場合もありますが、
無症状の方も多いです。
　糖尿病の 3大合併症は神経障害、網膜症、
腎機能障害です。「神経障害」は、手足の
痛みに気づかない、痺れ、立ちくらみなど
の症状が現れます。「網膜症」は、視力低
下や白内障、緑内障の原因となります。「腎
機能障害」は、進行すると人工透析が必要
になる場合があります。人工透析の原因の
第 1位が糖尿病です。その他に、脳卒中や
心筋梗塞、免疫力の低下など、さまざまな
病気の原因となります。
　糖尿病の予防は、肥満を防ぐことが重要
です。①薄味にする、②甘いものや脂っぽ
いものを避ける、③小ぶりの茶碗を使う、
④決まった時間にゆっくり食べる、⑤野菜
をたっぷり食べる、⑥調味料はかけずに小
皿にとってつける、などの方法があります。
予防法・治療法に関してご不明の点があり
ましたら、お気軽にご相談ください。

問　宮下病院　℡ 0241－52－2321

県立宮下病院　内科　佐藤　 悠

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に

よ
る
風
評
被
害
に
関
し
て
、
法
人
お
よ

び
個
人
事
業
主
が
被
っ
た
損
害
に
関
す

る
賠
償
の
仕
組
み
や
具
体
的
な
手
続
き

等
に
つ
い
て
、
東
京
電
力
に
よ
る
個
別

相
談
会
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

時
間
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
電
話
で
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

⃝

対
象

　
柳
津
町
で
事
業
を
行
う
観
光
業
、

商
工
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
農
林
業
等

の
事
業
者

⃝

日
時

　

4
月
21
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

⃝

場
所

　

柳
津
町
商
工
会
館

風
評
被
害
に
関
す
る

損
害
賠
償
相
談
会

⃝

予
約
受
付
時
間

　

午
前
9
時
～
午
後
4
時
ま
で

　
（
土
日
祝
祭
日
を
除
く
相
談
会
開
催

　

日
の
前
日
午
後
4
時
ま
で
）

※
事
前
予
約
が
な
い
場
合
は
、
相
談
窓

口
が
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
御
注
意

願
い
ま
す
。

問　
東
京
電
力
株
式
会
社

　
　

会
津
若
松
補
償
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

予
約
専
用
電
話
番
号

　
　

☎
０
２
４
２
︱
２
４
︱
０
７
１
０

　

柳
津
町
で
は
2
月
中
、
刑
法
犯
の
発

生
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

自
転
車
利
用
時
の
お
願
い

　

通
勤
通
学
な
ど
の
た
め
に
自
転
車
利

用
が
増
え
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
自
転
車
の
盗
難
や
交
通

事
故
な
ど
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、

次
の
点
に
注
意
し
て
自
転
車
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

⃝
自
転
車
に
は
「
ツ
ー
ロ
ッ
ク
（
施
錠

2
個
所
）」
を
！

　

自
転
車
盗
難
は
、
県
内
の
全
刑
法
犯

内
で
最
も
件
数
の
多
い
犯
罪
で
す
。

　

ツ
ー
ロ
ッ
ク
さ
れ
た
自
転
車
の
盗
難

は
極
め
て
少
な
く
、
被
害
防
止
に
大
変

高
い
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

入
学
お
祝
い
等
で
購
入
し
た
自
転
車

会
津
坂
下
警
察
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

が
盗
ま
れ
な
い
よ
う
に
、
ワ
イ
ヤ
ー
錠

な
ど
の
鍵
を
も
う
一
つ
取
り
付
け
、

ツ
ー
ロ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
「
福
島
県
自
転
車
安
全
利
用
五
則
」

を
守
っ
た
利
用
を
！

　

福
島
県
自
転
車
安
全
利
用
五
則

1　

自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩
道

は
例
外

2　

車
道
は
左
側
を
通
行

3　

歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄

り
を
徐
行

4　

安
全
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
守
る

⃝
飲
酒
運
転
の
禁
止
・
二
人
乗
り
・

並
進
の
禁
止

⃝
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
・
反
射
材

着
装

⃝
交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一
時
停

止
・
安
全
確
認

⃝
運
転
中
の
携
帯
電
話
・
ヘ
ッ
ド
ホ

ン
使
用
、
傘
さ
し
運
転
の
禁
止

5　

被
害
軽
減
の
た
め
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
に
努
め
る

問　
会
津
坂
下
警
察
署

　
　

☎
０
２
４
２
︱
８
３
︱
３
４
５
１

学
校
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

教
育
委
員
会
で
は
平
成
27
年
4
月
よ

り
学
校
支
援
事
業
を
始
め
ま
す
。
こ
の

教
育
委
員
会
「
学
校
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」「
支

援
員
」
募
集
に
つ
い
て

事
業
は
子
供
の
教
育
の
た
め
に
学
校
、

家
庭
、
地
域
が
連
携
協
力
し
、
社
会
全

体
で
子
育
て
を
す
る
事
を
目
指
し
て
地

域
全
体
で
学
校
や
子
ど
も
た
ち
の
教
育

活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
組
織
を
基
に

し
た
活
動
で
す
。
学
校
の
「
手
伝
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
地
域
の
「
手
伝
い
た

い
」
を
つ
な
ぐ
学
校
と
地
域
の
『
つ
な

ぎ
手
』
を
担
っ
て
い
た
だ
く
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
関
心
と
や

る
気
の
あ
る
方
の
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

⃝

募
集
人
員　
柳
津
地
区
：
１
名

　
　
　
　
　
　

西
山
地
区
：
１
名

⃝

勤
務
期
間

　

平
成
27
年
4
月
～
平
成
28
年
3
月

　
（
月
6
～
7
日
、
年
81
日
以
内
）

⃝

勤
務
場
所　

　

柳
津
地
区
：
教
育
委
員
会

　

西
山
地
区
：
西
山
支
所

⃝

条
件
・
資
格
等

　

18
歳
以
上　

普
通
自
動
車
免
許

　

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
こ
と

支
援
員

　

小
学
校
の
授
業
の
な
か
で
子
供
達
の

学
習
を
手
助
け
す
る
役
割
で
す
。

⃝

募
集
人
員　
1
名

⃝

勤
務
期
間　
平
成
28
年
3
月
ま
で

　
（
1
日
7
時
間　

年
2
0
0
日
）

⃝

勤
務
場
所　
柳
津
小
学
校

⃝

条
件
・
資
格
等

　

18
歳
以
上　

教
員
免
許
を
有
す
る
者

　

あ
る
い
は
子
供
の
教
育
に
関
心
の
あ

る
者

募
集
締
め
切
り
は
い
ず
れ
も
、
4
月
6

日
（
月
）
ま
で

問　
教
育
委
員
会
教
育
課
学
校
教
育
班

　
　

☎
４
２
︱
２
１
１
５

　

求
職
者
支
援
制
度
と
は
、
雇
用
保
険

を
受
給
で
き
な
い
方
な
ど
を
対
象
と
し

て
、
職
業
訓
練
（
新
た
な
仕
事
を
目
指

す
方
が
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
る

場
）
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通
じ
早

期
就
職
を
実
現
す
る
た
め
に
国
が
支
援

す
る
制
度
で
す
。

　

求
職
者
支
援
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

①
受
講
す
る
職
業
訓
練
の
受
講
料
が
無
料

②
職
業
訓
練
を
受
講
中
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
が
職
業
支
援
を
実
施

③
訓
練
期
間
中
の
「
職
業
訓
練
受
講
給

付
金
」
の
支
給
が
あ
り
ま
す
（
一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
方
の
み
）

問　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
会
津
若
松

　
　

☎
０
２
４
２
︱
２
６
︱
３
３
３
３

早
期
就
職
を
目
指
す
方
へ

求
職
者
支
援
制
度
の
お
知

ら
せ

山 火 事 に 注 意

 　山火事は空気が乾燥し、草木が芽吹く前の春先に多
く発生しています。
 　燃えてしまった森林を元の姿に戻すのは多くの時間
が必要です。

山火事を起こさないため、次のことに注意しましょう。
・枯れ草等のある場所では、たき火をしないこと。
・強風時及び乾燥時には、たき火、火入れをしない
こと。
・たき火の場所を離れるときには、完全に消火する
こと。
・たばこの吸い殻は必ず消し、投げ捨てはしないこと。
・時期に限らず火遊びをしないこと。

もし、山火事を起こしてしまった場合には・・・
はじめは火が小さくとも、山火事の火は回りがはやく、
いつのまにか火に囲まれて逃げられなくなってしまい
ます。
無理して自分だけで消そうとせず、119 番通報して
安全な場所へ避難しましょう。

< 平成27年全国山火事予防運動統一標語 >

伝えよう  森の大事さ  火の怖さ

山 火 事 に 注 意

火事・救急・救助は119
会津坂下消防署柳津出張所

℡　42－2150
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1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

1617 広報やないづ2015年 4 月

行事の予定

4

人の動き 3,739人（＋8）／男1,823人（＋4）／女1,916人（＋4）／世帯数1,313戸（−1）
平成27年 3 月 1 日現在（前月比）住民基本台帳より

編
集
敬
白

今
月
の
表
紙

入所式（西保）
（9：30）
入所式（柳保）

（10：30）
ライオンズ
クラブ例会

柳津町スポーツ
少年団結団式

スポーツ推進委
員定例会
小中学校第 1 学
期始業式、入学式
新入学（園）児童・
園児の交通事故
防止運動（～１２日）

春の防火パレー
ド
保護者会・PT
A総会・歓迎会

（柳中）

交通教室（西小）
柳中振替休業日

親子の交通安全
指導保育

（西保）（10：00）
山 火 事 防 火 パ
レード

親子の交通安全
指導保育

（柳保）（10：30）
ライオンズクラ
ブ例会

授業参観・PTA
総会（柳小・西小）

授業参観・PTA
総会（西中）

1年生を迎える
会（西小）
西中振替休業日

第 1 回献血
全国学力、学習
状況調査

幼年消防クラブ結
成式（柳保）（9：30）
幼年消防クラブ
結 成 式（ 西 保）

（11：00）
柳中・西中合同修
学旅行（～ 24日）

春季検閲式

昭和の日
久保田三十三観
音まつり

※放課後子ども教室　ジャンプやないづ　月・水　15：30〜　ふれ
〈省略〉　　　　　　　杉の子サークル　　木　　　13：30〜　西セ
柳保……柳津保育所　 ＢＧ体……運動公園体育館　 町セ……町民センター
西保……西山保育所　 ＢＧグ……運動公園グラウンド　 西セ……西山交流センター
銀………銀山荘　　　 柳中体……柳津中学校体育館　 さプ……さゆり運動公園プール
ふれ……ふれあい館　 西中体……西山中学校体育館

寄
　
　
付

戸
籍
の
窓

　

あ
っ
！
と
い
う
間
に
1
年
が
過

ぎ
去
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
う
、
広
報
誌
を
担
当
し
て
早

く
も
1
年
に
な
る
の
で
す
。入
学
式

の
取
材
に
行
っ
た
の
が
つ
い
先
日

の
よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

最
初
は
、「
ス
テ
ー
ジ
上
に
上

が
っ
て
い
い
の
か
な
？
邪
魔
じ
ゃ

な
い
か
な
？
」
と
か
び
く
び
く
し

な
が
ら
撮
影
し
て
い
ま
し
た
が
、

1
年
も
や
っ
て
い
る
と
慣
れ
て
く

る
も
の
で
、
す
っ
か
り
気
に
な
ら

な
く
な
り
ま
し
た
。

　

2
年
目
と
な
る
来
年
は
、
も
う

少
し
だ
け
、
よ
い
紙
面
が
作
れ
る

よ
う
精
進
す
る
つ
も
り
で
す
。

　

さ
て
、
ま
だ
ま
だ
冬
の
寒
さ
が

残
り
ま
す
が
、
す
こ
ー
し
ず
つ
、

春
の
訪
れ
を
感
じ
ま
す
。

　

今
年
の
冬
は
暖
冬
の
予
想
で
し

た
が
、
結
果
的
は
い
つ
も
と
変
わ

ら
な
い
冬
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

　

個
人
的
に
は
昨
年
以
上
に
寒
さ

を
感
じ
て
い
て
、
寝
る
際
は
電
気

毛
布
は
欠
か
さ
ず
、
更
に
毛
布
→

羽
根
布
団
→
毛
布
→
ブ
ラ
ン
ケ
ッ

ト
と
こ
れ
以
上
な
い
重
装
備
で
冬

を
乗
り
切
り
ま
し
た
。

　

春
は
す
ぐ
そ
こ
！
満
開
の
桜
が

町
内
を
彩
る
春
が
待
ち
遠
し
い
で

す
。�

（
き
す
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
2
月
分
・
敬
称
略
）

■
柳
津
町
へ

　

か
わ
ち
や
グ
ル
ー
プ

�
会
長　

山
内
拓
也

（
2
月
1
日
～
2
月
28
日
届
出・敬
称
略
）

■
お
誕
生

　

齋　

藤　

楽が
く　

斗と　
（
檀
ノ
浦 

祥
樹
）

　

3
月
13
日（
金
）柳
津
・
西
山
両
中

学
校
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

外
は
大
雪
が
降
る
厳
し
い
寒
さ

で
し
た
が
、
式
場
内
は
卒
業
を
祝

う
華
や
か
な
雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ

ま
し
た
。

　 2月26日（木）、福寿学園の 2月学
級で福島財務事務所主催による「一
緒に考えよう！日本の財務、税制ク
イズ！」の講演会が行われました。
　財務事務所の職員 3名の楽しい司
会進行のもと、クイズなどを交えた
わかりやすい説明に、参加した福寿
学園の皆さんは楽しく財政について
勉強しました。

―柳津町は納税完納推進の町です―

今月の納期

納期限：４月30日（木）

軽自動車税　　　　全　期
※口座振替納入の方は27日（月）が振替日になります。
※納期限を過ぎると延滞金が加算されます。

総務課税務班　☎４２-２１１３

休日当番医（変更になる場合があります）
５日
（日）

坂下厚生総合病院
（会津坂下町）

☎（0242）
83－3511

12日
（日）

柳津町国保診療所
（柳津町）

☎（0241）
42－2334

19日
（日）

こばやしファミリークリニック
（会津美里町）

☎（0242）
55－0388

26日
（日）

菅原医院
（会津坂下町）

☎（0242）
83－2311

29日
（水）

白井内科クリニック
（会津美里町）

☎（0242）
55－0122

休日救急・夜間救急センター
坂下厚生総合病院
（会津坂下町）

☎（0242）
83－3511

４　月

■
社
会
福
祉
協
議
会
へ

◎
ご
遺
志

　

鈴　

木　

藤　

夫　
（
会
津
若
松
市
）

　

佐　

藤　

真　

資　
（
大
平
町
）

　

天　

野　
　
　

功　
（
牧　

沢
）

　

伊　

藤　

栄　

一　
（
黒　

沢
）

　

佐
々
木　

憲　

一　
（
猪　

鼻
）

　

新
井
田　
　
　

仁　
（　

藤　

）

　

佐　

藤　

恒　

雄　
（
大　

野
）

　

齋　

藤　

瑛え
い　

汰た　
（
石
神　

寛
）

　

角　

田　

颯そ　

音の
ん　
（
猪
鼻　

秀
人
）

　

齋　

藤　

光こ
う　

希き　
（
藤　
　

聡
）

■
ご
逝
去

　

鈴　

木　

フ
ジ
エ　

90　
（
大
成
沢
）

　

佐　

藤　

ミ
チ
ヱ　

96　
（
野
老
沢
）

　

天　

野　

庄　

衛　

85　
（
牧　

沢
）

　

舩　

木　

ト
シ
子　

93　
（
安
久
津
）

　

伊　

藤　

シ
ナ
子　

93　
（
野
老
沢
）

　

佐
々
木　

キ
ミ
ヨ　

89　
（
猪　

鼻
）

　

新
井
田　

智
惠
子　

88　
（　

藤　

）

　

佐　

藤　

美　

雄　

97　
（
大　

野
）

■
ご
結
婚

　

本　

間　

蒼　

基　
（
会
津
若
松
市
）

　
（
佐
藤
）　

美　

紀　
（
大
平
町
）

運動の
重　点

新入学（園）児童・園児の交通事故防止運動

問　柳津町交通安全対策協議会　℡ 42－2112

平成２７年４月６日（月）～１２日（日）までの７日間

スローガン

ルールむし　しん号むしは　わるいむし

１　新入学（園）児童・園児の交通事故防止
２　すべての座席のシートベルトとチャイル
　　ドシートの正しい着用の徹底
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ふくしまデスティネーションキャンペーン（DC）

が開催されます！
開催期間：2015年4月1日～6月30日

大型観光キャンペーン「ふくしまデスティネーションキャンペーン（DC）」が

４月１日から３ヶ月間開催されます。

ふくしまDCに関するお問い合わせ：福島県観光復興キャンペーン委員会事務局（県観光交流課内）
TEL　024−521−7398　　HP　http://dc-fukushima.jp/index.html

①福が満開、福のしま。
プレゼント＆クーポンキャン
ペーン2015
食や温泉等の県内周遊企画

②花の王国ふくしまキビタン
フラワースタンプラリー2015
県内218カ所の花の名所巡り

③リアル宝探しイベント
　in福島「コードＦ−５」
県内30エリアでの宝探しゲー
ム第５弾

ふくしまDCを一緒に盛り上げよう！

ふくしまデスティネーションキャンペーン（DC）とは？
⇒地元観光関係者と自治体がJRグループをはじめ全国の旅行会社などと連携して行う国内最大級の
観光キャンペーンです。期間中福島県内ではさまざまなメニューで、全国からの観光客の皆様をお迎
えします。

ふくしまデスティネーションキャンペーン３大周遊特別企画

・福が満開おもてなし隊参加者募集中！ ・ふくしまDC用オリジナルPRツール配布中！


